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  総務常任委員会 視察・研修報告 

 

 標記の件について，次のとおり 実施 ・ 参加 したので報告します。 

 

視察・研修日 平成２７年７月３０日（木） 

視察・研修場所 千葉県いすみ市 

視察・研修項目 いすみ市公共交通（デマンド交通服務）について 

参加者 

守谷市側 

総務常任委員会委員６名（高木和志，寺田文彦，青木公達，

末村英一郎，伯耆田富夫，松丸修久） 

総務部次長 ，議会事務局 

相手側 
半場新一議長・高槁美喜雄事務局長・関静男企画政策課長 

他職員 1名 

視察・研修目的 
いすみ市公共交通システムの利用状況とデマンド交通システ

ムの概要と財政負担状況を研修する。 

視察・研修内容 別紙 

視察・研修総括 

（今後の取組み等） 

 デマンド交通は合併前の 3地域をそれぞれ２台の車両，計 6

車両で運行している。運行事業経費で高い地域でも 1 車両当

たり 17，000円/日と非常に廉価な価格での運用ができている。 

 守谷市においても，朝晩の通勤時以外は２台の車両を使い

モコバス運行エリヤを廉価にカバーする事が出来ると思われ

る。 



 

 

視察・研修内容 

○ 公共交通施策について 

（1）合併前・合併後の公共交通における状況について 

 

[旧夷隅町] 

 「町内循環バス」 

 ・平成 11年 6月にマイクロバス 3台を使用し 3路線 12便の本格運行に移行す

るも，利用者が少なく，平成 16年 10月をもって運行を廃止した。 

 「夷隅町乗合タクシー」 

 ・町内循環バスに代わる交通弱者の交通確保対策として，事業主体を夷隅町商

工会とする町内乗合タクシーの運行を平成 16年 12月に開始した。 

 「いすみシャトルバス」 

 ・千葉中央バス㈱が運行していた路線の廃止に伴い，地域住民の交通確保対策

として平成 13年 3月に都自動車へ委託し運行を開始した。 

 

[旧大原町] 

 「大原循環バス」 

 ・平成 12年 5月おり，交通弱者対策として商店街への買い物，各駅，公共施設

への交通手段として運行を開始。運行当初は 15人乗りワゴン車 1台で 5路線を

運行していたが，利用者の増加により平成 13年 5月より 29人乗りのマイクロ

バス 1台を増車し，路線も５路線から 6路線に変更した。 

 

[旧岬町] 

 「岬地域循環交通運行事業（循環バス）」 

 ・平成 13年 10月より，車が運転できない高齢者等を対象に，町民の福祉に寄

与することを目的に，11人乗りワゴン車 1台，4路線での試験運行を開始する

も，利用者が少なく，半年が経過した平成 14年 3月をもって運行を休止した。 

 

 

 



 

 

 

 

視察・研修内容 

（2）いすみ市地域公共交通総合連携計画について（平成 21年 3月作成） 

 

・地域公共交通への取り組みへの基本方針 

1，市民の移動ニーズに対応した利便性の高い公共交通サービスの充実 

①市民生活に根づいた公共交通体系の充実 

②新市一体化のまちづくりに資する公共交通体系の充実 

③広域交通体系の形成 

④市民・交通事業者・行政との協働による持続可能な交通体系の実現 

 

 ・基本方針に基づき目標が設定され路線運行計画が作成された。 

   ①市内循環線（内回り・外回り）・・・毎日運行計 13便 

   ②大原巡回 東線 ・・・・・・・・・平日運行４往復 

   ③     浪花線・・・・・・・・・平日運行 2.5往復 

   ④     大原線・・・・・・・・・月・水運行２往復 

   ⑤     東海線・・・・・・・・・月・水運行２往復 

   ⑥     大原・国吉線・・・・・・火・金運行 3往復 

   ⑦     布施線・・・・・・・・・火・金運行 4往復 

   ⑧いすみシャトルバス・・・・・・・・毎日運行計 5往復 

 

 

※ いすみ市は，買い物や病院等への利用目的の運行が，ほとんどで通勤・通学は

旧夷隅町から 1日５往復運行している茂原駅へのシャトルバスである。このバ

スは，95％の乗車率で運行していが，そのほかの路線バスは，20％程度で乗車

率が低い。シャトルバスを含め 9路線運行している路線バスは，平成 27年 10

月以降は 3路線まで減路し運休する予定でいる。それらをカバーするために，

スクールバスの運行を考えている。 

デマンド交通は，合併前の 3地域をそれぞれ２台の車両，計 6車両で運行し

ている。運用については，いすみ市商工会が担当し乗車時間の 15分又は 30分

前に予約センター（商工会）に連絡し受付を行う。運行事業経費で高い地域で

も 1車両当たり 17，000円/日と非常に廉価な価格での運用ができている。 


